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               表 1 
 番号 分類 経典 訳僧 年代 収録 
 ① 漢訳 『六度集経』 康居国沙門康僧会 呉 T3、No.152、22b-24a 
 ② 漢訳 『仏説鴦掘摩経』 月氏国三蔵･竺法護 西晋 T2、No.118、508b-510b 
 ③ 漢訳 『仏説鴦崛髻経』 沙門法炬 西晋 T2、No.119、510b-512b 
 ④ 漢訳 『増一阿含経』 罽賓三蔵瞿曇僧伽提婆 東晋 T2、No.125、719b-722c 
 ⑤ 漢訳 『別訳雑阿含経』 失訳人名今附秦錄 350–
431 
T2、No.100、378b-379a 
 ⑥ 漢訳 『雑阿含経』 天竺三蔵求那跋陀羅 劉宋 T2、No.99、280c-281c 
 ⑦ 漢訳 『央掘魔羅経』 天竺三蔵求那跋陀羅 劉宋 T2、No.120、512b-544b 
 ⑧ 漢訳 『賢愚経』 涼州沙門慧覚等 元魏 T4、No.202、423b-427c 
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③  師に教唆されて人を殺し、指を集める 
② 母を殺して不足分を補おうとする 
③ 釈迦が現われ、釈迦を殺そうと襲いかかる 
⑥  釈迦が神通力をアングリマーラに示現する 
⑦  その結果、アングリマーラは出家する 
⑧  舎衛国のパセナディ王と会う 
⑨  女が難産に苦しむ 
⑩  アングリマーラの誓言により、女は安産する 


































①  ◯      ◯ ◯ ◯ 
②  ◯ ◯     ◯ ◯ ◯ 
③  ◯ ◯  ◯   ◯ ◯ ◯ 
④  ◯ ◯  ◯   ◯ ◯ ◯ 
⑤ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 
⑥ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 
⑦ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 
⑧ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯    ◯ ◯ 
⑨ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯    ◯ ◯ 
⑩ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯    ◯ ◯ 
⑪ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯  ◯ ◯ 
⑫ ◯  ◯ ◯ ◯     ◯ 
⑬ ◯   ◯       
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⑥ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 
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⑪ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯    ◯ ◯ 
⑫ ◯  ◯ ◯ ◯     ◯ 
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⑫  アングリマーラは城内で迫害され、苦受を受く。 
⑬  釈迦に「地獄で受けるはずの業の異熟を、現世で受けている」と説 
法される 
⑭  アングリマーラが回顧録的な偈を唱える。 




























































図 111.Gray schist,h.36cm,w.40cm Private collection Europe 




図 3.Gray schist,h.12cm Private collection Japan 




図 5.Gray schist,h.46cm Private collection Europe  
図 6.Gray schist,h.40.6cm Peshawar Museum 
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たと推察される壁画 6 点を見出すことができよう(図 8〜13)。 




ば、第 84 窟(図 8)、32 窟(図 12)、171 窟(図 13)はキジル石窟発展期いわゆ
る 4 世紀中葉から 5 世紀末葉まで、第 80 窟(図 10)は繁栄期の 6 世紀から 7
世紀までと見なされている 15。第 163 窟（図 9）と 175 窟(図 11)の年代は
明らかになっていない。 
まず、全てのアングリマーラの髪飾りの描き方が曖昧で、指鬘とは簡単に





図 916.第 163 窟 主室券頂右側 
図 10.第 80 窟 主室券頂左側 
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図 11.第 175 窟 主室券頂右側 
図 12.第 32 窟主室券頂左側 
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肉の描き方も極めて類似している。第 175 窟(図 11)は今述べた 4 つの壁画
と異なるところは、釈迦へ斬りかかろうとするアングリマーラの反対側、つ
まり画面の左側にもう一人が立っていることである。 





窟から第 175 窟までの 5 窟の壁画の仏伝図についてを、第 32 窟(図 12)には
「陶輪師以蘇蜜施仏」、「印度水牛昇天」、「采花供養得昇天」、「小児散
花供養仏」など、第 80 窟(図 10）には「陶輪師以蘇蜜施仏」、「小児散花供
養仏」、「王女牟尼施灯」、「猿猴被胶喩」、「女人誤系児入井」、「龍王
守護」、「弗那施仏鉢食獲現報」、「戦庶婆羅門女謗仏」、「五百商客入海
采宝」など、第 163 窟(図 9)には「王女牟尼施灯」、「印度水牛昇天」など
があり、第 171 窟(図 13)には「王女牟尼施灯」、「女人誤系児入井」などと
している。第 175 窟(図 11)の壁画の周辺が剥落ちて判断しにくい。これら
一連の仏伝図には他の誰かが剣を持つ場面がなく、この剣を持っている人は






ようである。第 84 窟(図 8)に描かれた人物のイメージと比べると、第 32 窟








は、なぜ指鬘の表現を弱くしたのであろうか。キジルの第 84 窟(図 8)の画面
はまだヘレニズムの雰囲気が確認されることはすでに指摘した。しかし、第 
32 窟(図 12)、80 窟(図 10）、163 窟(図 9)、171 窟(図 13)と 175 窟(図 11)
に描かれた人物の顔と衣装は内陸アジア当地の様式に変容した。描き方も、
第 84 窟(図 8)はガンダーラのレリーフのように同じ画面で複数の場面を表









































 ● ● 
図2.ガン ● ● ● 
図3.ガン ● ● ● 
図4.ガン ● ● ● 
図5.ガン ● ● ● 
図6.ガン ● ● ● 
図7.ガン ● ● ● 
図8.キ84窟 4C中-5C末 ●  不明 
図9.キ163窟 不明   不明 
図10.キ80窟 6C-7C   不明 
図11.キ175窟 不明   不明 
図12.キ32窟 4C中-5C末    
































































くものである。参考の目録は、「出三蔵記集」（釈僧祐撰、第 55 冊 No.2145）、
「衆経目録」（隋沙門法経等撰、第 55 冊 No.2146）、「大唐内典録序」（麟
徳元年甲子歳京師西明寺釈氏撰、第 55 冊 No. 2149）、「古今訳経図紀」（大
唐翻経沙門釈靖邁撰、第 55 冊 No.2151）、「大周刊定衆経目録」（大唐天后
勅仏授記寺沙門明佺等撰、第 55 冊 No.2153）、「開元教録」（庚午歳西崇福





昇撰、第 55 冊 No. 2155）、「貞元新定釈教目録」（西京西明寺沙門円照撰、





















図像』34、19-31 頁、2015 年。 








14 図 8 から図 13 までの出所は趙莉主編『西域美術全集』7•8 亀茲•克孜爾石
窟壁画、新疆文化出版社、2016 年。 
15 霍旭初、王建林「丹青斑駁 千秋壮観—克孜爾石窟壁画芸術及分期概述」、









ジル石窟第 2 巻』、平凡社、1984 年)で第 171 窟がアングリマーラ伝承であ
ると指摘した。 
18 中国甘粛省にある地名。その近郊にある宏大な仏教遺跡は 4 世紀から約千
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鎌田茂雄『中国仏教史』、岩波書店、1986 年。 








余太山「『魏略・西戎伝』要注」、『中国辺疆史地研究』第 16 巻第 2 期、
2006 年、127-145 頁。 
趙莉「克孜爾石窟分期年代研究総述」、『敦煌学輯刊』1、2002 年。 
趙莉主編『西域美術全集』7•8亀茲•克孜爾石窟壁画、新疆文化出版社、2016年。 
周菁葆「糸綢之路與亀茲」、『糸綢之路』第 22 期、2011 年。 
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